
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗

事業名 一般国道１号小田原箱根道路 事業 一般国道 事業 国土交通省
お だ わ ら は こ ね ど う ろ

区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：神奈川県小田原市風祭 延長
おだわらしかざまつり

至：神奈川県足柄下郡箱根湯本 ２．２km
あしがらしもぐんは こ ね ゆ も と

事業概要

一般国道１号は東京都中央区日本橋を起点として横浜市、小田原市、清水市、名古屋市、四日市市およ

び京都市を通過し、大阪市に至る延長約５７０ｋｍの主要幹線道路で、神奈川県においても横浜・川崎地

区と小田原・箱根地区を連絡する重要な路線である。小田原箱根道路は、小田原市風祭から箱根町山崎に

おける交通混雑の抜本的解消と国道機能の回復を目的とした延長２．２ｋｍのバイパス事業である。

Ｈ２年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ４年度用地着手 Ｈ８年度工事着手

全体事業費 約１９０億円 事業進捗率 ９２％ 供用済延長 ２．２ｋｍ

計画交通量 ３５，７００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ２１／３７億円 １１５/１１５億円 平成１６年（※１） (事業全体)

１１/２７億円 走行時間短縮便益：９２/９２億円３．１ 事 業 費：

１０/１０億円 走行費用減少便益：１３/１３億円(残事業) 維持管理費：

交通事故減少便益：１０/１０億円５．５

事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される）

・個性ある地域の形成（早川水辺プラザ整備計画を支援する） 他１３項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

小田原箱根道路は、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されており、神奈川県、神奈川

県道路利用者会議、道路整備促進期成同盟神奈川県協議会等の6団体より建設促進の要望(平成16年11月30

日)を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

近年の入湯客数が増加傾向にあることから、周辺の観光利用も増加し、今後も益々混雑していくことが

想定される。

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１６年度に段階供用する予定である。 残事業は、国道１号と接続する山崎ＩＣ立体部である。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

一部のおいて用地買収に時間を要したが、平成１６年度に段階供用する予定である。引き続き、山崎Ｉ

Ｃ立体部の用地買収及び工事を進め平成１９年度に完成供用する予定である。

施設の構造や工法の変更等

工事施工にあたっては、コスト縮減に資する工法や新技術の積極的活用など、コスト縮減に努めるとと

もに工期短縮を図り、併せて整備効果の早期発現を図るよう事業を推進する。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

（※１）事業全体の費用便益分析は、既供用区間を除く間を対象とした費用便益分析を行っている。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


